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②
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史
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に

［論文
要
旨
］

一
五
二
六年
に
石
見
大
森
銀
山
が
発
見
さ
れ
る
と
、
ま
も
な
く
大
量
の
日
本
銀
が
大
陸
に
流
出
す
る
。

し
か
し
、
銀
は
京
都
方
面
に
は
向
わ
ず
、
京
都
に
お
い
て
は
専
ら
金
が
、
贈
答
や
遠
隔
地
間
の
送
金

に
使
用
さ
れ
た
。
一
五
六
三
年
、
政
治
的
理
由
か
ら
毛
利
氏
が
大
森
銀
山
を
室
町
幕
府
と
朝
廷
に
寄

進し
た
の
を
契
機
と
し
て
、
銀
が
京
都
に
流
入
を
始
め
た
。
そ
の
後
、
京
都
に
お
い
て
は
急
速
に
金

から
銀
へ
の
交
代
が
進
み
、
七
〇
年
代
に
は
銀
が
送
金
・
贈
答
の
主
流
と
な
る
。
こ
の
間
、
六
〇
年

代
後
半
ま
で
に
金
が
貨
幣
的
機
能
を
具
え
る
に
至
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
前
提
と
し
て
、
六
〇
年
代
末

ま
で
に
銀
も
舶
来
品
取
引
を
中
心
に
用
い
ら
れ
る
貨
幣
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
七
〇
年
代
に
は
舶
来

品
以
外
に
も
用
途
を
広
げ
、
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
て
銀
貨
の
使
用
が
完
全
に
定
着
し
、

近
世
の
京
都
が
銀
貨
使
用
圏
に
入
る
基
盤
が
調
え
ら
れ
た
。
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は
じ
め
に

　
貨
幣
に
関
し
て
、
日
本
の
中
世
と
近
世
と
の
間
に
は
、
一
見
す
る
と
対
極
的
と
も

思
え
る
程
の
大
き
な
懸
隔
が
あ
る
。
ま
ず
、
金
属
貨
幣
と
し
て
流
通
し
た
の
が
、
中

世
で

は
基
本
的
に
銅
銭
の
み
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
近
世
に
は
金
・
銀
・
銭
の
三
貨

が
併
用
さ
れ
た
。
し
か
も
、
中
世
に
用
い
ら
れ
た
の
は
、
海
外
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た

渡
来
銭
で
あ
っ
た
が
、
近
世
の
三
貨
は
国
内
で
造
ら
れ
た
。
そ
し
て
何
よ
り
、
「
三

貨
制
度
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
、
江
戸
幕
府
が
貨
幣
を
「
制
度
」
と
し
て
統
制
下
に

置
い
て
い
た
の
に
比
べ
、
中
世
貨
幣
の
通
用
秩
序
は
、
朝
廷
や
幕
府
に
よ
る
保
証
も

裏
付
け
も
な
い
ま
ま
、
流
通
の
現
場
か
ら
自
律
的
に
成
立
し
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
付
け
加
え
る
な
ら
、
中
世
に
は
全
国
で
同
じ
銅
銭
が
用
い
ら
れ
た
が
、
近
世

に
は
「
江
戸
の
金
遣
い
、
上
方
の
銀
遣
い
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
、
通
貨
の
地
域
性

が
顕
著
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
、
対
照
的
な
様
相
を
見
せ
る
両
時
代
の
間
の
移
行
過
程

を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
で
あ
る
。
右
に
掲
げ
た
諸
側
面
の
う
ち
、
近
世
貨
幣
の

国
内
生
産
や
国
家
的
統
制
の
淵
源
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
考
察
を
加
え
た
と
こ
ろ
で

あ
り
〔
中
島
一
九
九
九
〕
、
通
貨
の
地
域
性
の
発
生
に
つ
い
て
は
、
十
六
世
紀
半
ば

の

東
国
に
お
け
る
永
楽
銭
基
準
通
貨
圏
の
成
立
な
ど
に
、
そ
の
端
緒
を
求
め
る
こ
と

が
で

き
よ
う
〔
中
島
一
九
九
二
な
ど
〕
。
本
稿
で
は
、
残
さ
れ
た
金
銀
貨
の
問
題
を

取
り
上
げ
て
考
察
し
て
い
く
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
い
く
つ
か
の
先
行
研
究
が
あ
る
。

　
浦
長
瀬
隆
氏
は
、
中
世
末
～
近
世
初
頭
の
全
国
各
地
に
お
け
る
土
地
取
引
等
の
事

例
を
精
力
的
に
収
集
し
た
上
で
、
例
え
ば
京
都
の
場
合
、
交
換
手
段
の
中
心
は
一
五

六
〇

年
代
後
半
な
い
し
七
〇
年
代
前
半
に
銭
か
ら
米
へ
、
次
い
で
一
五
八
〇
年
代
に

米
か
ら
銀
へ
と
移
っ
た
と
分
析
し
た
〔
浦
長
瀬
二
〇
〇
一
、
初
出
は
一
九
八
二
～

八

五
〕
。
ま
た
近
年
、
盛
本
昌
広
氏
は
金
銀
遣
い
の
成
立
を
め
ぐ
る
周
辺
状
況
に
再

検
討

を
加
え
、
京
都
で
銀
遣
い
が
本
格
化
し
た
の
は
文
禄
年
間
（
一
五
九
二
～
一
五

九

六
）
の
こ
と
で
、
慶
長
年
間
（
一
五
九
六
～
一
六
一
五
）
に
入
る
と
少
額
取
引
に

も
広
が
る
が
、
銭
・
米
も
併
用
さ
れ
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
〔
盛
本
二
〇
〇
〇
〕
。

　
京
都
に
お
い
て
銀
が
貨
幣
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
時
期
を
、
両
氏
は
そ
れ
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

れ
一
五
八
〇
年
代
、
九
〇
年
代
と
結
論
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
よ
う
に
考
え
た

場
合

に
気
に
な
る
の
が
次
の
史
料
で
あ
る
。

　
　
ハ
　
ざ

〔史
料
1
〕

　
　

精
撰
追
加
条
々
　
　
　
　
　
　
　
　
上
京

、
以
八
木
売
買
停
止
之
事
、

、
糸
・
薬
十
斤
之
上
、
段
子
十
端
之
上
、
茶
碗
之
具
百
の
上
、
以
金
銀
可
為
商

　

買
、
但
金
銀
無
之
ハ
、
定
之
善
銭
た
る
へ
し
、
余
之
唐
物
准
之
、
此
外
ハ
万

　

事
定
之
代
物
た
る
へ
し
、
然
而
互
有
隠
密
、
以
金
銀
売
買
有
之
ハ
、
可
為
重

　
科
鋤
程
酷
舗
談
憩
鰹
い

、
祠
堂
銭
、
或
質
物
銭
、
諸
商
買
物
井
借
銭
方
、
法
度
之
代
物
を
以
て
可
為
返

　
弁
但
金
銀
於
借
用
ハ
、
以
金
銀
可
返
弁
、
製
纏
翌
↑
㌔

、
見
世
棚
之
物
、
銭
定
に
依
而
、
少
も
執
入
輩
あ
ら
ハ
、
分
国
中
末
代
商
買
停

　
止

た
る
へ
し
、
磐
議
琵
麗
麗
需
暴
鷲

、
大
小
に
不
寄
、
荷
物
・
諸
商
買
之
物
、
背
法
度
族
有
之
ハ
、
為
役
人
申
届
可

　

相
究
、
若
不
能
信
用
ハ
、
荷
物
悉
役
人
可
被
投
之
事
、

一

、
科
銭
之
儀
、
一
銭
よ
り
百
銭
二
至
ら
ハ
百
疋
た
る
へ
し
、
百
疋
之
上
に
い
た

　

ら
は
、
千
疋
た
る
へ
し
、
其
外
准
之
事
、

、
銭
定
違
犯
之
輩
あ
ら
ハ
、
其
一
町
切
二
可
為
成
敗
、
其
段
不
相
届
ハ
、
残
惣

　

町
一
味
同
心
に
可
申
付
、
猶
其
上
二
至
て
も
手
余
之
族
に
を
い
て
ハ
、
可
令

　

注
進
、
同
背
法
度
族
於
告
知
ハ
、
為
褒
美
要
脚
伍
百
疋
可
充
行
之
事
、

　
　
　

永
禄
十
二
年
三
月
十
六
日
　
　
　
　
　
　
弾
正
忠
（
朱
印
）

こ
れ
は
織
田
信
長
が
、
永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）
三
月
一
日
付
で
撰
銭
令
を
発
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し
た
半
月
後
、
そ
の
補
足
規
定
と
し
て
定
め
た
条
々
で
あ
る
。
宛
所
を
見
れ
ば
、
ま

さ
し
く
京
都
に
お
け
る
貨
幣
の
通
用
に
関
す
る
立
法
で
、
全
体
の
趣
旨
と
し
て
は
、

原
則
と
し
て
す
べ
て
の
支
払
い
を
「
法
度
之
代
物
」
1
1
以
前
の
撰
銭
令
で
掲
げ
た
基

準
に
よ
る
銭
貨
で
行
う
よ
う
命
じ
た
も
の
で
あ
り
、
例
え
ば
第
一
条
で
は
「
八
木
」

1
1
米
に
よ
る
支
払
い
を
禁
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
第
二
条
で
は
、
一
定
量
を
超
え
る

絹
糸
・
薬
・
段
子
・
舶
来
陶
磁
器
・
そ
の
他
の
唐
物
の
売
買
に
つ
い
て
、
銭
で
は
な

く
金
銀
に
よ
る
支
払
い
を
原
則
と
し
、
金
銀
で
支
払
え
な
い
場
合
に
の
み
、
精
銭
で

支
払
う
よ
う
に
定
め
て
い
る
。
ま
た
、
第
三
条
の
後
半
で
は
金
銀
の
貸
借
が
想
定
さ

れ
、
さ
ら
に
第
四
条
で
は
、
商
品
の
売
り
手
が
金
銀
に
よ
る
支
払
い
を
要
求
す
る
の

を
禁
じ
て
お
り
、
そ
う
し
た
事
態
が
あ
り
得
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
以
上
の

よ
う
に
見
て
く
る
と
、
一
五
六
〇
年
代
末
の
段
階
で
、
既
に
銀
遣
い
が
か

な
り
広
が
っ
て
い
た
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
そ
も
そ
も
大
永
六
年
（
一
五
二
六
）

に
は
石
見
大
森
銀
山
が
発
見
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
二
年
後
に
は
日
本
銀

が
朝
鮮
に
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
〔
村
井
一
九
九
七
〕
、
京
都
に
大

量
の

銀
が
流
入

し
て
「
銀
貨
」
が
成
立
す
る
時
期
を
引
き
上
げ
る
余
地
は
十
分
に
あ

ろ
う
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
フ
ィ
ー
ル
ド
を
京
都
に
絞
っ
て
、
先
行
研
究
が
考
察
の
中

心

に
据
え
た
時
期
よ
り
以
前
の
、
大
森
銀
山
発
見
の
頃
か
ら
信
長
撰
銭
令
発
令
の
前

後
に
至
る
十
六
世
紀
第
二
・
第
三
四
半
期
に
焦
点
を
当
て
て
、
銀
貨
の
通
用
が
形
成

さ
れ
て
い
く
過
程
を
探
っ
て
み
た
い
。

●
『
言
継
卿
記
』
に
み
る
銀
の
使
用
状
況

　

そ
も
そ
も
日
本
に
お
い
て
は
、
七
～
入
世
紀
の
無
文
銀
銭
や
和
同
開
珠
銀
銭
な
ど

が
多
少
な
り
と
も
流
通
し
た
可
能
性
が
あ
る
程
度
で
、
金
銀
を
国
内
通
貨
と
し
て
用

い

る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
他
方
、
価
値
の
高
い
財
物
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

贈
答

品
と
し
て
は
古
代
・
中
世
を
通
じ
て
し
ば
し
ば
利
用
さ
れ
て
お
り
、
金
は
「
砂

金
」
と
し
て
十
五
世
紀
に
至
る
ま
で
史
料
に
散
見
し
、
銀
も
少
な
く
と
も
鎌
倉
時
代

ま
で
は
「
南
廷
」
と
し
て
引
出
物
や
布
施
に
供
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
公
武
の
儀

式
に
も
「
砂
金
」
の
や
り
取
り
が
恒
例
と
し
て
組
み
込
ま
れ
る
の
だ
が
、
興
味
深
い

こ
と
に
、
十
五
世
紀
末
か
ら
十
六
世
紀
初
頭
に
は
「
砂
金
代
」
と
し
て
実
際
に
は
銭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

が
授
受

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
、
砂
金
そ
の
も
の
は
姿
を
消
し
た
ら
し
い
。

こ
れ
と
入
れ
代
わ
る
よ
う
に
、
十
六
世
紀
初
頭
に
登
場
す
る
の
が
、
一
枚
十
両
と
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　

格
化

さ
れ
た
延
べ
板
状
の
「
黄
金
」
で
、
遠
隔
地
間
の
送
金
や
贈
答
に
盛
ん
に
用

い

ら
れ
て
い
く
〔
桜
井
一
九
九
七
〕
。
こ
の
「
黄
金
」
の
存
在
が
、
豊
臣
・
徳
川
政

権
下
で
十
両
大
判
や
一
両
小
判
が
発
行
さ
れ
る
前
提
と
な
っ
て
い
る
の
は
明
白
で
あ

る
。
と
す
れ
ば
、
銀
貨
の
成
立
過
程
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
も
、
贈
答
等
ま
で
含
め

た
、
様
々
な
形
態
の
銀
使
用
が
手
が
か
り
を
提
供
し
て
く
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
右
の
よ
う
な
視
点
に
立
っ
て
、
十
六
世
紀
第
二
・
第
三
四
半
期
の
史
料
か
ら
銀
の

使
用
例
を
幅
広
く
検
出
し
て
み
よ
う
。
最
初
に
中
流
貴
族
山
科
言
継
の
日
記
『
言
継

卿
記
』
を
取
り
上
げ
る
。
考
察
の
対
象
年
代
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
、
大
永
七
年
～
天
正

四

年
（
一
五
二
七
～
一
五
七
六
）
に
ま
と
ま
っ
た
記
事
が
遺
さ
れ
て
お
り
、
当
該
期

の
京
都
の
状
況
を
概
観
す
る
に
は
最
適
の
史
料
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
ず
貨
幣
と
し
て
の
使
用
例
、
す
な
わ
ち
何
か
を
購
入
す
る
代
価
と
し
て
銀
を
支

払
っ
た
事
例
を
探
し
て
み
る
と
、
記
録
期
間
の
末
期
、
一
五
七
〇
年
代
に
お
い
て
い

く
つ
か
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
八
月
十
三
日
、
医
薬
を

副
業
と
し
て
い
た
言
継
は
、
「
保
童
円
」
と
い
う
薬
の
調
合
を
依
頼
さ
れ
て
「
銀
子

一
文
七

分
」
を
受
け
取
り
、
こ
れ
を
薬
屋
に
遣
わ
し
て
薬
種
を
取
り
寄
せ
た
。
同
じ

年
の
十
月
二
十
九
日
に
も
、
同
じ
「
保
童
円
」
千
五
百
粒
の
代
価
と
し
て
「
銀
子
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

分
一
朱
」
を
得
て
い
る
。
ま
た
、
天
皇
に
衣
服
を
調
進
す
る
こ
と
も
山
科
家
の
家
業

で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
天
正
四
年
（
↓
五
七
六
）
十
二
月
九
日
に
は
、
「
御
直
衣
御

服
」
の
「
御
惣
用
」
の
内
、
以
前
に
渡
さ
れ
た
「
銀
子
…
…
七
十
七
文
目
」
の
残
額

と
し
て
、
「
弐
百
五
十
八
文
目
」
の
銀
「
四
十
七
キ
レ
」
を
受
領
し
、
翌
日
、
織
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ヨ
　

小
川
善
大
夫
の
許
へ
「
御
服
之
代
銀
子
四
十
七
切
百
五
十
三
文
め
」
を
届
け
て
い
る
。

　
盛
本
昌
広
氏
は
、
京
都
の
ほ
か
、
博
多
・
堺
で
銀
遣
い
が
早
く
浸
透
し
て
い
る
事
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実

に
注
目
し
、
金
銀
の
使
用
は
対
外
貿
易
と
の
関
連
で
広
が
っ
た
も
の
だ
と
述
べ
て

お
り
、
〔
史
料
1
〕
の
第
二
条
が
「
糸
（
絹
糸
）
」
「
薬
」
「
段
子
（
椴
子
）
」
「
茶
碗

（輸
入
陶
磁
器
一
般
を
指
す
語
）
之
具
」
な
ど
の
代
表
的
な
輸
入
品
と
「
余
之
唐
物
」

の

売
買
に
お
け
る
金
銀
取
引
の
原
則
を
定
め
て
い
る
事
実
も
、
盛
本
氏
の
見
解
を
支

持
す
る
。
言
継
の
周
辺
に
お
い
て
、
薬
や
衣
服
の
代
価
と
し
て
銀
が
登
場
す
る
の
も
、

偶
然
で
は
な
か
ろ
う
。

　
た
だ
し
、
同
じ
時
期
に
、
輸
入
品
購
入
以
外
の
用
途
で
銀
を
用
い
る
事
例
が
現
れ

る
こ
と
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
元
亀
二
年
の
延
暦
寺
焼
打
ち
の
後
、
山
門
領
の

没
収
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、
諸
門
跡
領
に
つ
い
て
は
安
堵
を
獲
得
す
る
べ
く
、
岐
阜

の

織

田
信
長
の
許
へ
言
継
が
使
者
と
し
て
赴
く
こ
と
に
な
り
、
旅
費
と
し
て
竹
内
門

跡

（曼
殊
院
）
の
坊
官
よ
り
米
一
石
を
支
給
さ
れ
た
が
、
そ
の
内
の
三
斗
二
升
分
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ザ

つ
い
て

は
「
銀
一
両
」
で
受
け
取
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
天
正
四
年
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　

言
継
が
仲
介
し
て
弁
才
天
像
の
売
買
が
行
わ
れ
た
際
の
代
価
は
「
銀
子
」
で
あ
り
、

さ
ら
に
同
年
に
子
息
言
経
が
笙
を
購
入
し
た
時
は
、
笙
そ
の
も
の
を
「
銀
子
八
文
目

五
分
」
で
入
手
し
た
上
、
楽
人
辻
近
朝
に
依
頼
し
て
箕
（
し
た
、
リ
ー
ド
の
こ
と
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　

を
眺
え
、
「
銀
子
七
文
目
五
分
余
」
と
「
鳥
目
三
十
疋
」
を
遣
わ
し
て
い
る
。

　

旅
費
と
し
て
支
給
さ
れ
た
銀
は
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
支
払
い
に
用
い
る
こ
と
が
で

き
た
か
ど
う
か
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
く
、
ま
た
、
弁
才
天
像
に
も
舶
来
品
の
可

能
性
が
残
る
が
、
少
な
く
と
も
笙
に
関
し
て
は
、
特
に
新
し
い
篭
の
取
り
付
け
に
つ

い
て

は
、
対
外
貿
易
と
無
関
係
な
の
は
明
白
で
あ
る
。
既
に
輸
入
品
購
入
に
限
定
さ

れ

な
い
、
一
般
的
な
貨
幣
と
し
て
の
銀
の
地
位
が
、
当
時
の
京
都
に
お
い
て
固
ま
り

つ

つ
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
し
か
も
、
「
～
切
」
「
～
文
目
」
を
単
位
と
し
て

い

る
点
か
ら
み
て
、
近
世
銀
貨
へ
と
つ
な
が
る
、
切
遣
い
す
る
秤
量
貨
幣
と
い
う
形

態
が
成
立
し
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。

　

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
貨
幣
と
し
て
の
銀
使
用
に
関
す
る
記
事
を
、

一
五
六

〇
年
代
以
前
に
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
贈
答

に
銀
を
用
い
た
事
例
も
、
永
禄
八
年
（
一
五
六
五
）
及
び
そ
の
翌
々
年
に
、
周
防
山

口

の

祇

園
大
宮
司
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
「
銀
二
分
」
「
銀
子
一
文
目
」
が
届
け
ら
れ
た
の

　
　
　
　
リ
ザ

み

で
あ
る
。
銀
産
地
を
多
く
抱
え
る
西
日
本
か
ら
物
を
贈
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、

ほ

と
ん
ど
の
場
合
は
銭
で
あ
っ
た
。
一
五
二
〇
年
代
後
半
の
石
見
銀
山
開
発
や
日
本

銀
の

海
外
流
出
開
始
か
ら
は
遥
か
に
遅
れ
て
、
よ
う
や
く
六
〇
年
代
中
盤
に
な
っ
て

か

ら
銀
は
京
都
に
向
か
い
始
め
、
七
〇
年
代
に
か
け
て
急
速
に
貨
幣
と
し
て
受
け
入

れ

ら
れ
て
い
っ
た
と
、
ひ
と
ま
ず
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

②
『
言
継
卿
記
』
に
み
る
金
贈
答
と
銀

　
少

な
く
と
も
贈
答
に
お
い
て
は
、
明
ら
か
に
金
が
銀
に
先
行
し
て
い
た
。
『
言
継

卿

記
』
天
文
十
三
年
（
一
五
四
四
）
十
二
月
十
四
日
条
に
は
、
将
軍
足
利
義
晴
が
聖

護
院
門
跡
道
増
に
「
黄
金
五
両
」
を
贈
っ
た
こ
と
が
、
弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）
二

月
二
十
九
日
条
に
は
、
駿
河
下
向
中
の
言
継
に
大
方
殿
（
今
川
氏
親
後
室
寿
桂
尼
、
．

言
継
義
母
の
姉
）
が
「
黄
金
二
両
」
を
贈
っ
た
こ
と
が
見
え
る
。
ま
た
、
永
禄
二
年

（
一
五
五

九
）
十
一
月
二
十
一
日
に
は
、
二
ヶ
月
後
に
挙
行
さ
れ
る
正
親
町
天
皇
の

即
位
式
の
た
め
の
「
御
服
惣
用
」
の
一
部
と
し
て
受
け
取
っ
た
「
黄
金
」
を
言
継
が

売
却
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
即
位
費
用
と
し
て
禁
裏
が
何
処
か
ら
か
献
納
を
受
け
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
永
禄
九
年
に
は
越
後
か
ら
禁
裏
に
「
黄
金
」
が
進
上
さ

　
　
　
　
ロ
　

れ
て

い

る
。
駿
河
や
越
後
な
ど
、
東
国
か
ら
の
到
来
が
目
立
つ
が
、
京
都
の
住
人
の

間
で
も
「
黄
金
」
の
授
受
が
行
わ
れ
て
い
る
事
実
に
は
留
意
し
て
お
き
た
い
。

　

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、
次
の
史
料
で
あ
る
。

　
　
ロ
　
　

〔史
料
2
〕

一

、
用
意
之
物
二
千
疋
、
畦
竪

　
一
、
自
然
之
儀
於
有
之
者
、
妻
子
可
召
下
事
、

　
一
、
地
行
分
名
字
地
四
ヶ
所
、
其
外
敷
地
等
御
墨
付
之
事
、

　
一
、
自
坂
本
自
一
条
路
次
之
調
、
香
取
に
可
被
仰
付
事
、

184



中島圭一【京都における「銀貨」の成立」

、
召
具
之
者
七
八
人
又
者
十
余
人
欺
之
事
、

　
　
ヘ
ロ

〔史
料
3
〕

御
装
束
料
十
五
貫
九
百
文
之
代
黄
金
十
三
両
一
分
、

十
六
貫
四
百
文
、
所
請
取
申
如
件
、

　
　
　
永
禄
十
一
年
四
月
五
日

　
　
　
　

香
取
土
佐
守
殿

其
外
要
脚
五
百
文
、
総
以
上

山
科
内
大
沢
右
兵
衛
大
夫

　
　
　
　
　
重
延
判

　
〔
史
料
2
〕
は
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
、
越
前
一
乗
谷
に
あ
っ
た
足
利
義
秋

（義
昭
）
の
元
服
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
現
地
へ
の
下
向
と
装
束
等
の
調
達
を
依

頼

さ
れ
た
言
継
が
、
受
諾
の
条
件
を
書
き
上
げ
て
、
義
秋
の
使
者
諏
方
俊
郷
に
渡
し

た
文
書
で
あ
る
。
第
一
条
で
必
要
経
費
と
し
て
二
〇
貫
文
を
請
求
し
、
第
四
条
・
第

五
条
で
一
乗
谷
ま
で
の
旅
行
の
手
配
と
供
の
人
数
に
つ
い
て
記
す
ほ
か
、
当
時
の
京

都
が
義
秋

と
敵
対
す
る
足
利
義
栄
二
二
好
三
人
衆
の
支
配
下
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

第
二
条
で
万
一
の
場
合
の
妻
子
の
保
護
を
求
め
、
第
三
条
で
は
所
領
の
安
堵
を
要
求

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
要
求
が
過
大
で
あ
っ
た
の
か
、
下
国
の
要
請
は
結
局
取
り
下

げ

ら
れ
（
「
京
都
被
用
候
代
物
」
∬
京
都
で
通
用
す
る
精
銭
で
「
御
下
向
料
」
を
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

意
す
る
の
が
、
越
前
で
は
困
難
だ
と
い
う
の
が
表
向
き
の
理
由
）
、
装
束
の
調
達
だ

け
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
二
〇
貫
文
を
「
金
銀
之
間
」
で
送
金
す
る
よ
う
、
言
継

が
伝
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
実
際
に
は
、
義
秋
側
の
意
を
受
け
た
坂
本
の
問
丸
香

　
　
　
　
ほ
　

取
土
佐
守
か
ら
、
〔
史
料
3
〕
に
見
る
よ
う
に
「
黄
金
」
と
「
要
脚
」
‖
銭
貨
の
形

で
届
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
銀
を
選
択
肢
と
し
て
挙
げ
て
い
る
以
上
、
こ
の
段

階
の
京
都
に
は
、
金
と
と
も
に
銀
が
相
当
量
流
入
し
て
い
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

先
に
触
れ
た
永
禄
八
年
及
び
十
年
の
銀
到
来
が
、
決
し
て
例
外
的
な
ケ
ー
ス
で
は
な

か

っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
し
か
も
、
『
言
継
卿
記
』
に
よ
る
限
り
、
こ
れ
以
後

「黄
金
」
を
京
都
の
住
人
の
間
で
や
り
取
り
す
る
事
例
が
次
第
に
見
ら
れ
な
く
な
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
国
の
人
間
が
関
係
す
る
贈
答
に
限
定
さ
れ
て
い
く
。
し
た
が
っ
て
、
京
都
に
お
い

て

は
、
一
五
六
〇
年
代
後
半
に
金
か
ら
銀
へ
の
交
代
が
進
ん
だ
と
い
う
見
通
し
を
立

て

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

な
お
、
〔
史
料
3
〕
に
お
い
て
言
継
が
受
け
取
っ
た
「
御
装
束
料
」
か
ら
、
装
束

等
を
調
製
す
る
職
人
へ
の
支
出
を
行
う
際
、
小
額
で
あ
れ
ば
「
薄
細
工
に
御
檜
扇
置

物
之
代
五
十
疋
（
中
略
）
遣
之
」
「
羅
織
料
七
十
疋
、
与
七
郎
（
織
手
小
川
宗
久
）

方
へ
自
此
方
遣
之
」
な
ど
と
銭
貨
で
支
払
わ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
一
貫
文
を
超
え
る

と
「
（
小
川
宗
久
に
）
八
貫
五
百
四
文
之
分
に
金
七
両
二
朱
渡
之
」
「
御
冠
二
頭
二
貫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ザ

文
之
代

に
金
一
両
半
↑
韻
遣
之
」
と
い
う
よ
う
に
金
で
渡
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
お

い

て
、
高
額
取
引
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
交
換
手
段
”
貨
幣
と
し
て
の
機
能
を
、

金
が
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
金
が
こ
の
よ
う
な
地
位
を
確
立
し
て
い

た
か
ら
こ
そ
、
遅
れ
て
登
場
し
た
銀
が
こ
れ
に
準
じ
て
急
速
に
交
換
手
段
と
し
て
受

容

さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
一
五
六
〇
年
代
末
に
は
、
織
田
信
長
が

〔史
料
1
〕
の
法
令
で
規
定
し
た
よ
う
に
、
金
銀
の
両
方
が
貨
幣
と
し
て
用
い
ら
れ

て

い
た
の
で
あ
る
。

③
『
実
隆
公
記
』
に
み
る
金
銀
贈
答

　

こ
こ
ま
で
『
言
継
卿
記
』
の
記
事
を
手
が
か
り
に
、
十
六
世
紀
第
二
・
第
三
四
半

期
に
お
け
る
銀
（
及
び
金
）
使
用
の
見
取
図
を
描
い
て
き
た
が
、
実
の
と
こ
ろ
『
言

継
卿
記
』
に
は
明
ら
か
な
史
料
的
限
界
が
あ
る
。
本
稿
で
挙
げ
た
の
が
、
こ
の
日
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　

か

ら
検
出
す
る
こ
と
の
で
き
た
金
銀
の
用
例
の
す
べ
て
で
あ
っ
て
、
そ
も
そ
も
山
科

家
は
経
済
規
模
が
小
さ
く
、
高
額
の
贈
答
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
そ
の
た
め
、
例

え
ば
一
五
六
〇
年
代
初
期
ま
で
に
「
黄
金
し
の
贈
答
が
三
例
あ
り
、
銀
が
全
く
な
い

と
い
う
事
実
を
も
っ
て
、
京
都
へ
の
銀
流
入
は
遅
か
っ
た
と
評
価
す
る
の
で
は
な
く
、

数
少
な
い
高
額
の
到
来
が
た
ま
た
ま
金
で
あ
っ
た
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
る
余
地
が
残

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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そ
こ
で
、
次
に
『
実
隆
公
記
』
か
ら
金
銀
の
使
用
に
つ
い
て
探
っ
て
み
た
い
。
記

録
期
間
は
天
文
五
年
（
一
五
三
六
）
ま
で
だ
が
、
記
主
の
三
条
西
実
隆
は
当
時
に
お

け
る
最
高
の
文
化
人
で
あ
り
、
和
歌
や
連
歌
へ
の
合
点
、
「
源
氏
物
語
」
を
初
め
と

す

る
文
学
作
品
に
関
す
る
講
義
、
写
本
の
譲
渡
や
色
紙
へ
の
揮
毫
、
果
て
は
将
棋
駒

へ
の

染
筆
に
至
る
ま
で
、
遠
近
を
問
わ
ず
、
各
地
の
人
間
か
ら
頻
り
に
依
頼
を
受
け

る
と
と
も
に
、
多
く
の
金
品
を
贈
ら
れ
て
い
る
。
第
一
・
二
節
で
概
観
し
た
期
間
の

初
期
に
お
け
る
贈
答
の
実
態
を
確
か
め
る
に
は
、
恰
好
の
史
料
と
言
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ

　
『
実
隆
公
記
』
を
通
覧
す
る
と
、
金
の
や
り
取
り
が
十
六
世
紀
初
頭
に
登
場
し
、

以

後
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
現
れ
る
の
に
対
し
、
銀
の
使
用
を
物
語
る
記
事
は
ほ
と
ん
ど

　
　
　
　
　
ロ
　

見
受
け
ら
れ
な
い
。
実
隆
が
受
け
取
っ
た
金
は
、
ほ
と
ん
ど
が
駿
河
・
甲
斐
・
下
野
・

美
濃
・
陸
奥
・
越
前
・
能
登
な
ど
、
京
都
以
東
の
大
名
や
国
人
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
れ
ゴ

だ

が
、
そ
の
一
方
で
実
隆
が
他
者
に
金
を
贈
っ
て
い
る
事
例
も
あ
り
、
京
都
に
お
け

る
贈
答
品
と
し
て
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
西
日
本
か
ら
の
到
来
は
銭

が
中
心
だ
が
、
興
味
深
い
の
は
左
の
記
事
で
あ
る
。

〔史
料
4
〕

　
宗
牧
来
、
大
内
黄
金
十
両
．
枚
送
之
、
沼
間
書
状
也
、
阿
川
有
遣
宗
牧
之
状
、
不

慮
之
儀
言
語
道
断
、
自
愛
此
事
也
、
曇
花
院
・
陽
明
同
献
之
云
々
、

　

こ
れ
は
享
禄
五
年
（
一
五
三
二
）
二
月
二
十
五
日
条
で
、
中
国
・
北
九
州
の
大
名

大
内
義
隆
が
連
歌
師
宗
牧
に
託
し
て
「
黄
金
十
両
、
枚
」
を
実
隆
に
贈
っ
た
ほ
か
、

尼
御
所
曇
花
院
（
足
利
義
視
女
）
や
「
陽
明
」
1
1
近
衛
植
家
（
将
軍
足
利
義
晴
室
の

兄
弟
）
に
も
進
上
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
大
森
銀
山
や
銀
輸
出
港
博
多
と

関
わ
り
の
深
い
大
内
氏
で
さ
え
、
銀
で
な
く
金
を
用
い
て
い
る
の
は
、
当
時
の
京
都

に
ま
だ
銀
が
ほ
と
ん
ど
流
入
し
て
お
ら
ず
、
贈
答
品
と
し
て
一
般
的
で
な
か
っ
た
た

め

に
違
い
な
い
。

　
以
上
の

よ
う
な
状
況
は
、
『
言
継
卿
記
』
の
分
析
か
ら
導
き
出
し
た
一
五
六
〇
年

代
初

期
ま
で
の
金
銀
の
あ
り
方
と
よ
く
一
致
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
金
の
位
置
付
け

に
つ
い
て
は
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
も
あ
る
。
大
内
氏
か
ら
「
黄
金
」
一

枚
を
受
け
取
っ
て
か
ら
十
日
後
の
三
月
五
日
、
実
隆
は
宗
牧
を
呼
ん
で
「
黄
金
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
へ

渡
し
、
「
媒
介
」
を
命
じ
て
い
る
。
そ
の
二
日
後
の
七
日
に
「
黄
金
代
五
百
疋
」
、
九

日
に
「
用
脚
千
疋
」
、
十
三
日
に
「
黄
金
代
千
疋
」
、
そ
し
て
十
五
日
に
「
黄
金
代
五

貫
六

百
十
文
」
が
宗
牧
か
ら
三
条
西
家
に
届
け
ら
れ
、
総
額
三
〇
貫
六
一
〇
文
で

「皆
済
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
こ
の
場
合
の
「
媒
介
」
と
は
金
の
売
買

の

仲
介
を
務
め
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
金
の
売
却
行
為
は
、
「
黄
金
」

登
場
以
後
の
『
実
隆
公
記
』
全
体
を
通
じ
て
散
見
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
ウ

　
贈
ら
れ
た
金
を
何
か
の
支
出
に
充
て
る
場
合
、
実
隆
は
「
売
金
遺
之
」
と
い
う
よ

う
な
手
続
き
を
踏
ん
で
お
り
、
金
を
そ
の
ま
ま
支
払
い
に
用
い
た
形
跡
は
な
い
。
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み

な
ら
ず
、
銭
を
借
り
る
た
め
の
質
物
と
し
て
金
を
用
い
た
例
も
あ
り
、
金
が
あ
く

ま
で
も
価
値
の
高
い
財
物
で
あ
っ
て
、
貨
幣
で
な
か
っ
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま

た
、
金
を
売
却
す
る
際
は
「
媒
介
」
を
連
歌
師
等
に
依
頼
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は

　
　
あ
シ

「主
付
」
1
1
買
主
を
見
付
け
る
た
め
に
、
諸
方
に
出
入
り
す
る
彼
ら
の
人
脈
が
必
要

だ

っ

た
た
め
と
考
え
ら
れ
、
金
が
ど
こ
で
も
銭
に
交
換
で
き
る
と
い
う
性
格
の
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

で
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
「
媒
介
」
を
依
頼
さ
れ
た
人
物
が
実
隆
に
送
っ
た
書

状

の
一
節
に
「
黄
先
日
申
候
よ
り
も
結
句
下
候
、
来
春
者
上
候
ハ
ん
と
ミ
な
ー
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
　

候
、
先
々
来
春
ま
て
め
し
を
か
る
へ
く
候
」
と
あ
る
の
は
示
唆
的
で
あ
る
。
既
に

「
黄
金
」
の
相
場
変
動
が
認
識
さ
れ
て
い
た
の
は
明
白
で
、
し
か
も
翌
春
に
は
金
価

格
が
上

昇
す
る
と
い
う
予
想
を
共
有
す
る
よ
う
な
「
ミ
な
く
」
の
存
在
は
、
京
都

に
お
け
る
金
の
売
買
が
個
別
分
散
的
な
も
の
に
止
ま
ら
ず
、
全
体
で
一
つ
の
マ
ー
ケ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ッ

ト
を
形
成
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
十
六
世
紀
前
半
に
お
い
て
、
金
は

未
だ
交
換
手
段
と
し
て
の
機
能
を
具
え
て
は
お
ら
ず
、
売
買
に
も
不
自
由
が
あ
っ
た

が
、
一
五
六
〇
年
代
ま
で
に
金
貨
の
通
用
が
成
立
す
る
に
至
る
基
盤
を
少
し
ず
つ
積

み
重
ね
て
い
た
の
も
確
か
で
あ
っ
た
。
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［京都における「銀貨」の成立】…　中島圭一

④
毛
利
氏
関
係
史
料
に
み
る
金
銀
贈
答

　
次

に
視
点
を
変
え
て
、
モ
ノ
を
贈
る
側
の
史
料
か
ら
、
京
都
へ
の
銀
流
入
の
始
期

を
考
え
た
い
。
前
節
で
、
大
内
義
隆
が
金
を
贈
っ
た
事
例
を
取
り
上
げ
た
の
で
、
本

節
で
は
、
そ
の
大
内
氏
の
跡
を
襲
っ
て
中
国
地
方
に
覇
権
を
打
ち
立
て
た
毛
利
氏
関

係
の
史
料
を
探
っ
て
み
よ
う
。

　
永
禄
三

年
（
一
五
六
〇
）
頃
、
幕
府
相
伴
衆
に
列
せ
ら
れ
た
毛
利
元
就
は
、
礼
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　

と
し
て
「
太
刀
一
腰
貞
長
・
黄
金
百
七
＋
両
」
を
将
軍
足
利
義
輝
に
贈
っ
た
。
他
方
、
こ

れ

と
あ
ま
り
隔
た
ら
な
い
年
代
に
、
山
陰
の
尼
子
氏
と
の
和
睦
交
渉
の
過
程
で
、
尼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

子
氏
か
ら
毛
利
氏
に
「
銀
百
七
十
枚
」
が
届
け
ら
れ
て
お
り
、
一
枚
あ
た
り
の
重
量

が
規
格
化

さ
れ
た
、
延
べ
板
状
の
銀
の
や
り
取
り
が
、
西
国
で
は
既
に
一
般
化
し
て

い

た
と
み
ら
れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
将
軍
へ
の
礼
物
に
「
黄
金
」
を
用
い
た
の

は
、
京
都
に
お
い
て
は
依
然
と
し
て
金
が
贈
答
品
の
主
流
で
あ
っ
た
た
め
に
違
い
な

い
。
大
内
義
隆
が
三
条
西
実
隆
等
へ
の
贈
り
物
に
「
黄
金
」
を
選
ん
だ
（
選
ば
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
）
の
と
同
様
の
状
況
が
、
ま
だ
続
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
変
化
が
訪
れ
る
の
が
、
永
禄
年
間
半
ば
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
バ
カ
　

〔史
料
5
〕

　
　
　

　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
野
民
部
大
輔

　
　
　
　
吉
川
左
衛
門
佐
殿
御
宿
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
量
忠
」

従
慶
寿
院
殿
様
御
服
御
拝
領
之
為
御
礼
、
銀
子
五
枚
御
進
上
候
、
令
披
露
候
処
、

被
悦
思

召
之
趣
、
相
心
得
可
申
入
之
由
、
被
仰
出
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
十
月
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
量
忠
（
花
押
）

　
　
　
　
吉
川
左
衛
門
佐
殿
御
宿
所

こ
れ
は
、
吉
川
左
衛
門
佐
が
足
利
義
輝
生
母
慶
寿
院
に
「
銀
子
五
枚
」
を
献
じ
た

の

に
対
し
、
慶
寿
院
（
あ
る
い
は
義
輝
）
の
意
を
受
け
て
発
給
さ
れ
た
奉
書
で
あ
る
。

奉
者
上
野
量
忠
は
、
永
禄
五
年
に
比
定
さ
れ
る
十
一
月
七
日
付
奉
書
の
ウ
ハ
書
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
上
野
孫
三

郎
量

忠
」
と
見
え
て
お
り
、
民
部
大
輔
を
官
途
と
す
る
〔
史
料
5
〕
の

年
次
は
永
禄
六
年
が
上
限
と
な
る
。
ま
た
、
慶
寿
院
は
、
永
禄
八
年
五
月
十
九
日
に

義
輝
が
三
好
義
継
・
松
永
久
秀
の
軍
勢
に
襲
撃
さ
れ
た
際
、
息
子
と
共
に
亡
く
な
る

　
　
む
　
の

で
、
結
局
、
文
書
の
年
次
は
永
禄
六
年
ま
た
は
七
年
（
一
五
六
三
～
六
四
）
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り

う
こ
と
に
な
る
。
吉
川
左
衛
門
佐
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
御
礼
進
上
そ

の

も
の
は
吉
川
家
当
主
元
春
の
命
に
基
づ
く
も
の
と
み
て
大
過
な
か
ろ
う
。
こ
の
頃

に
は
、
西
国
の
大
名
・
国
人
が
京
都
へ
の
贈
答
に
「
銀
子
」
を
用
い
る
こ
と
が
可
能

に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
上
洛
し
た
織
田
信
長
・
足
利
義
昭
と
そ
の
周
辺
、
あ
る
い
は
信
長
に
叛

旗

を
翻
し
た
荒
木
村
重
な
ど
、
畿
内
の
諸
勢
力
に
対
す
る
贈
答
品
と
し
て
銀
が
定
着

　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ
　

し
て
い
く
。
毛
利
氏
の
勢
力
圏
内
で
も
金
の
使
用
は
残
存
し
て
い
る
の
だ
が
、
京
都

方
面
と
の
や
り
取
り
の
中
心
は
明
ら
か
に
銀
に
移
っ
て
い
る
。
第
一
・
二
節
で
み
た

よ
う
に
、
一
五
六
〇
年
代
後
半
の
京
都
で
金
か
ら
銀
へ
の
交
代
が
急
速
に
進
ん
だ
こ

と
が
、
背
景
と
な
っ
て
い
る
の
は
疑
い
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
金
銀
交
代
の
端
緒
は
、

少
な
く
と
も
〔
史
料
5
〕
の
永
禄
六
～
七
年
頃
ま
で
遡
る
こ
と
に
な
る
。
で
は
、
京

都
へ
の
銀
流
入
の
き
っ
か
け
を
提
供
し
た
の
は
、
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
ヨ
れ
　

〔史
料
6
〕

　
謹
而
致
言
上
候
、
抑
石
見
国
迩
摩
郡
銀
山
之
事
、
至
末
代
被
伏
御
代
官
之
通
、
被

成
下
倫
旨
候
之
様
、
御
披
露
奉
仰
候
、
委
細
日
乗
上
人
可
有
言
上
候
、
恐
惇
謹
言
、

　
　
　
　
十
二
月
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陸
奥
守
元
就
（
花
押
）

　
　
進
上
　
勧
修
寺
殿
人
々
御
中

　

　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
毛
　
利

　
　
進
上
　
勧
修
寺
殿
人
々
御
中
　
　
　
　
　
　
　
　
陸
奥
守
元
就
」
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ぷ
　

〔史
料
7
〕

　
石

見
国
迩
摩
郡
銀
山
出
現
、
可
謂
国
之
祥
瑞
而
、
可
為
御
料
所
之
由
申
入
条
、
尤

　
為
神
妙
者
也
、
然
則
御
代
官
職
事
、
以
毛
利
陸
奥
守
元
就
末
代
可
被
仰
付
、
可
全

　
賦
税
之
由
、
為
室
町
殿
可
被
加
下
知
之
旨
、

　
天
気
所
候
也
、
伍
執
達
如
件
、

　
　
　
　
永
禄
六
年

六

二
）
末
に
京
都
に
「
銀
山
出
現
」
が
報
じ
ら
れ
、
そ
の
翌
々
年
か
ら
多
額
の
銀
が

流
入

し
始
め
た
の
は
、
偶
然
で
は
あ
る
ま
い
。
毛
利
氏
に
よ
る
幕
府
・
朝
廷
へ
の
銀

山
寄
進
こ
そ
が
、
京
都
へ
の
銀
流
入
の
契
機
と
な
っ
た
と
考
え
る
。
吉
川
氏
や
山
口

の
祇

園
大
宮
司
な
ど
、
毛
利
氏
の
勢
力
圏
の
人
々
が
い
ち
早
く
銀
に
よ
る
贈
答
を
実

施
し
て
い
る
の
も
、
彼
ら
が
京
都
へ
の
銀
流
入
状
況
を
知
る
立
場
に
あ
っ
た
た
め
な

の
か
も
し
れ
な
い
。

　
『
御
湯
殿
の
上
の
日
記
』
永
禄
六
年
正
月
二
十
七
日
条
に
よ
れ
ば
、
安
芸
毛
利
氏

が
掘
り
出
し
た
「
し
ろ
か
ね
の
山
」
を
幕
府
及
び
禁
裏
の
御
料
所
と
し
て
寄
進
す
る

と
申
し
入
れ
た
の
を
受
け
て
、
禁
裏
か
ら
「
御
れ
う
所
に
ふ
せ
ら
れ
候
よ
し
の
り
ん

し
」
を
幕
府
に
送
っ
た
と
い
う
。
毛
利
側
か
ら
禁
裏
へ
の
申
し
入
れ
が
お
そ
ら
く

〔史
料
6
〕
の
元
就
書
状
で
あ
り
、
こ
れ
に
応
え
た
「
御
れ
う
所
に
ふ
せ
ら
れ
候
よ

し
の
り
ん
し
」
が
〔
史
料
7
〕
に
あ
た
る
。
毛
利
氏
は
出
雲
尼
子
氏
と
の
争
奪
戦
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
び

末
、
永
禄
四
～
五
年
に
大
森
銀
山
を
手
中
に
収
め
て
お
り
、
禁
裏
・
幕
府
御
料
所
た

る
銀
山
の
代
官
職
に
補
せ
ら
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
支
配
の
正
統
性
を
確
立
し
よ
う
と

し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
〔
史
料
7
〕
に
よ
っ
て
毛
利
氏
が
「
末
代
」
ま
で
代
官
職
を
確
保
し
た
後
、
永
禄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぜ

七

年
正
月
を
期
し
て
銀
山
は
禁
裏
・
幕
府
御
料
所
と
し
て
献
じ
ら
れ
た
ら
し
く
、
同

年
五
月
に
ま
ず
「
か
ね
五
ま
い
・
し
ろ
か
ね
五
十
ま
い
」
が
禁
裏
に
進
上
さ
れ
、
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　

月
に
も
「
か
ね
」
が
届
け
ら
れ
て
い
る
。
銀
山
の
「
賦
税
」
で
あ
る
か
ら
銀
で
納
め

る
の
が
当
然
と
言
え
ば
当
然
だ
が
、
遠
隔
地
か
ら
京
都
へ
の
送
金
は
ま
だ
金
が
支
配

的
で
あ
っ
た
た
め
に
「
か
ね
」
‖
「
黄
金
」
が
副
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

そ
の
後
は
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
に
銀
八
十
枚
、
同
四
年
に
百
枚
、
天
正
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ぜ

（
一
五
七

五
）
に
百
枚
の
到
来
が
確
認
で
き
る
の
で
、
禁
裏
だ
け
で
毎
年
百
枚
程
度
、

幕
府
の
分
を
合
わ
せ
れ
ば
二
百
枚
以
上
の
銀
が
京
都
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ

る
。

　
京
都
へ
の
銀
贈
答
事
例
が
検
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
直
前
の
、
永
禄
五
年
（
一
五

お
わ
り
に

　
一
五
六
〇
年
代
前
半
に
銀
が
流
入
を
始
め
て
か
ら
、
京
都
に
お
い
て
は
急
速
に
金

か

ら
銀
へ
の
交
代
が
進
み
、
七
〇
年
代
に
は
銀
が
送
金
・
贈
答
の
主
流
と
な
る
。
こ

の

間
、
六
〇
年
代
後
半
ま
で
に
金
が
貨
幣
的
機
能
を
具
え
る
に
至
っ
て
お
り
、
お
そ

ら
く
は
そ
れ
を
前
提
と
し
て
、
六
〇
年
代
末
ま
で
に
銀
も
舶
来
品
取
引
を
中
心
に
用

い

ら
れ
る
貨
幣
と
な
り
、
七
〇
年
代
に
は
舶
来
品
以
外
に
も
用
途
を
広
げ
て
い
く
。

そ
し
て
、
浦
長
瀬
・
盛
本
両
氏
の
研
究
に
従
え
ば
、
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
に
か

け
て
さ
ら
に
銀
貨
の
使
用
が
広
が
り
、
「
上
方
の
銀
遣
い
」
の
基
盤
が
調
え
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

こ
こ
で
問
題
な
の
は
、
大
永
六
年
（
一
五
二
六
）
に
石
見
大
森
銀
山
が
発
見
さ
れ
、

次

い

で
天

文
二
年
（
一
五
三
三
）
に
は
灰
吹
法
が
導
入
さ
れ
て
以
来
、
銀
の
生
産
は

大

き
く
成
長
し
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
長
ら
く
京
都
に
向
け
て
は
送
り
出
さ
れ
な
か
っ

た
の
か
で
あ
る
。
早
く
か
ら
朝
鮮
の
史
料
に
「
倭
銀
」
が
登
場
す
る
点
か
ら
み
れ
ば
、

朝
鮮
や
明
な
ど
大
陸
側
の
銀
需
要
が
強
過
ぎ
て
、
国
内
に
は
あ
ま
り
回
ら
な
か
っ
た

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
で
は
な
ぜ
一
五
六
〇
年
代
に
な
っ
て

銀
が
京
都
へ
向
か
う
よ
う
に
な
っ
た
の
か
が
、
次
の
問
題
と
な
る
。
毛
利
氏
に
よ
る

銀

山
寄
進
が
き
っ
か
け
を
提
供
し
た
と
し
て
も
、
大
量
の
銀
が
（
海
外
に
流
出
せ
ず

に
）
国
内
で
流
通
す
る
に
は
、
そ
れ
を
許
す
環
境
条
件
が
整
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要

で
あ
ろ
う
。
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国
内
外
に
お
け
る
銀
の
流
通
に
関
し
て
は
、
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
興
味
深
い
動
き
が

あ
る
。
一
五
六
五
年
に
ア
カ
プ
ル
コ
・
マ
ニ
ラ
間
に
ガ
レ
オ
ン
船
が
就
航
し
て
、
ル

ソ

ン

島
経
由
で
福
建
沿
岸
に
南
米
の
銀
が
も
た
ら
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
七

〇

年
代
に
入
る
と
ポ
ト
シ
銀
山
の
生
産
高
が
急
増
し
て
、
貿
易
港
潭
州
な
ど
は
ス
ペ

イ
ン
銀
貨
通
用
地
域
と
な
っ
て
い
く
〔
黒
田
二
〇
〇
三
〕
。
こ
う
し
た
南
米
銀
の
流

入

は
、
日
本
銀
に
対
す
る
吸
引
力
を
弱
め
る
要
因
と
な
り
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
国

内
で
も
、
大
森
銀
山
と
並
ん
で
著
名
な
但
馬
生
野
銀
山
は
天
文
十
一
年
（
一
五
四

二
）
発
見
と
伝
え
ら
れ
、
永
禄
十
一
年
（
↓
五
六
八
）
頃
に
は
操
業
が
本
格
化
し
た

　
　
　
　
　
　
　
ゼ

と
言
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
一
五
六
〇
年
代
に
京
都
に
銀
が
流
れ
込
み

始
め

る
の
と
時
間
的
順
序
が
微
妙
で
、
単
な
る
偶
然
の
一
致
と
は
考
え
難
い
と
し
て

も
、
直
接
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
が
原
因
で
い
ず
れ
が
結
果
か
と
い
う

点
も
含
め
て
、
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　

時
期
的
な
一
致
と
い
う
意
味
で
、
も
う
一
つ
注
目
さ
れ
る
の
は
、
銭
貨
流
通
と
の

関
連
で
あ
る
。
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
の
足
利
義
秋
元
服
を
め
ぐ
る
山
科
言
継

と
の
や
り
取
り
の
中
で
、
義
秋
側
が
言
継
を
越
前
に
招
く
の
を
断
念
し
た
（
表
向
き

の
）
理
由
は
、
必
要
経
費
を
京
都
の
精
銭
で
調
え
る
の
が
困
難
だ
と
い
う
も
の
で
あ

っ

た
が
、
実
際
、
こ
の
前
後
の
『
言
継
卿
記
』
に
は
「
悪
銭
」
「
悪
物
」
に
関
わ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

記
事
が
頻
出
し
て
お
り
、
撰
銭
問
題
と
い
う
理
由
付
け
は
一
定
の
説
得
力
を
有
し
た

と
思
わ
れ
る
。
京
都
に
お
け
る
撰
銭
令
は
、
明
応
九
年
～
永
正
十
年
（
一
五
〇
〇
～

一
三
）
の
間
に
集
中
的
に
発
令
さ
れ
た
後
、
天
文
十
年
代
前
半
（
一
五
四
〇
年
代
前

半
）
に
若
干
が
確
認
で
き
る
の
み
で
、
長
く
途
絶
え
て
い
た
の
が
〔
中
島
一
九
九

二
〕
、
永
禄
九
年
（
一
五
六
六
）
に
三
好
三
人
衆
政
権
下
で
二
度
に
わ
た
っ
て
発
せ

　
　
パ
　
ら
れ
、
そ
の
三
年
後
に
は
本
稿
冒
頭
で
も
触
れ
た
織
田
信
長
の
立
法
が
実
施
さ
れ
て

　
（
4
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

い

る
。
隣
国
近
江
の
浅
井
氏
も
永
禄
九
年
に
撰
銭
令
を
出
し
て
お
り
、
当
時
、
京
都

と
そ
の
周
辺
で
銭
貨
流
通
が
不
安
定
化
し
、
秩
序
回
復
が
政
治
課
題
と
さ
れ
て
い
た

の

は
間
違
い
な
い
。

　
す
な
わ
ち
、
一
五
六
〇
年
代
後
半
の
京
都
と
そ
の
周
辺
で
は
、
貨
幣
シ
ス
テ
ム
が

転
換
点
を
迎
え
て
い
た
の
で
あ
り
、
銀
の
流
通
開
始
も
こ
う
し
た
状
況
と
深
く
関
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
4
8
）

り
あ
っ
て
い
た
の
は
確
実
で
あ
る
。
実
相
の
解
明
は
今
後
に
委
ね
ざ
る
を
得
な
い
が
、

永
禄
九
年
の
三
つ
の
撰
銭
令
が
銭
貨
の
み
の
規
定
に
止
ま
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
同

十
二
年
の
法
令
が
初
め
て
金
銀
に
言
及
し
た
事
実
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
ま
さ
し
く

こ
の
時
期
こ
そ
、
銭
に
金
銀
を
加
え
た
三
貨
の
シ
ス
テ
ム
の
出
発
点
と
位
置
付
け
て

よ
か
ろ
う
。

註（
1
）
　
な
お
、
中
近
世
移
行
期
に
お
け
る
金
銀
の
使
用
例
を
博
捜
し
、
こ
の
方
面
の
研
究
の
基
礎

　

　
を
確
立
し
た
小
葉
田
淳
氏
は
、
金
銀
貨
成
立
の
画
期
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
示
し
て
い
な

　

　
い
の
だ
が
、
そ
れ
を
う
か
が
わ
せ
る
早
い
事
例
と
し
て
、
天
文
九
年
二
五
四
〇
）
の
『
室

　
　
町
殿
日
記
』
の
記
事
に
注
目
し
て
い
る
〔
小
葉
田
　
一
九
四
三
、
四
四
九
頁
〕
。
し
か
し
、
こ

　
　
の
事
例
は
小
葉
田
氏
が
列
挙
し
た
関
係
史
料
の
中
で
も
突
出
し
て
早
い
時
期
に
あ
た
り
、
し

　
　
か
も
信
頼
性
に
極
め
て
問
題
が
あ
る
史
料
な
の
で
、
金
銀
貨
の
成
立
を
こ
こ
ま
で
遡
ら
せ
る

　
　
の
は
難
し
い
。

（
2
）
　
『
中
世
法
制
史
料
集
』
第
五
巻
　
武
家
家
法
皿
　
法
規
・
法
令
　
六
八
七
号
。

（
3
）
　
『
実
隆
公
記
』
明
応
四
年
（
一
四
九
五
）
正
月
朔
日
条
、
永
正
五
年
（
一
五
〇
八
）
十
二
月

　
　
十
九
日
条
。

（
4
）
　
「
黄
金
」
が
薄
い
板
状
に
延
ば
さ
れ
た
形
で
や
り
取
り
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
単
に
「
～

　

枚
」
と
い
う
単
位
で
数
え
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
書
札
の
中
に
「
黄
金
半
両
」
を
挟
み
込

　
　
ん
で
送
っ
た
事
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
間
違
い
な
い
（
『
実
隆
公
記
』
享
禄
三
年
（
一
五
三

　
　
〇
）
十
二
月
二
十
七
日
条
）
。

（
5
）
そ
れ
ぞ
れ
『
言
継
卿
記
』
同
日
条
。

（
6
）
　
『
同
』
同
日
条
。
な
お
、
量
目
が
異
な
る
の
に
、
同
じ
「
四
十
七
切
」
を
維
持
し
て
い
る
理

　
由
は
不
明
。

（
7
）
　
『
同
』
元
亀
二
年
十
二
月
三
日
条
。

（
8
）
　
『
同
』
天
正
四
年
五
月
十
一
日
条
。

（
9
）
　
『
同
』
天
正
四
八
月
十
二
日
条
、
十
四
日
条
。

（
1
0
）
　
『
同
』
永
禄
八
年
四
月
二
十
日
条
、
永
禄
十
年
四
月
二
十
日
条
。

（
1
1
）
　
『
同
』
永
禄
九
年
十
一
月
十
六
日
条
。

（
1
2
）
　
『
同
』
永
禄
十
一
年
二
月
十
二
日
条
。

（
1
3
）
　
『
同
』
同
年
四
月
五
日
条
。

（
1
4
）
　
『
同
』
同
年
三
月
二
十
四
日
条
。
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（
1
5
）
香
取
土
佐
守
は
、
天
文
十
二
年
（
一
五
四
三
）
時
点
で
「
従
美
濃
・
飛
弾
国
至
江
州
坂
本
着

　
　
津
筒
柾
諸
材
木
問
丸
職
」
を
買
得
・
当
知
行
し
て
い
た
香
取
土
佐
守
家
祐
本
人
か
、
ま
た
は
そ

　
　
の
子
で
あ
ろ
う
（
「
別
本
賦
引
付
四
」
九
三
号
、
『
室
町
幕
府
引
付
史
料
集
成
』
上
巻
所
収
）
。

　
　
香
取
（
鴨
鳥
）
氏
は
坂
本
の
問
丸
と
し
て
、
十
五
世
紀
末
期
よ
り
所
見
が
あ
る
（
「
政
所
賦
銘

　
　
引
付
」
九
号
、
『
室
町
幕
府
引
付
史
料
集
成
』
上
巻
所
収
。
『
実
隆
公
記
』
に
も
散
見
す
る
）
。

（
1
6
）
　
『
言
継
卿
記
』
永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）
八
月
十
四
日
条
は
、
岐
阜
に
下
向
し
て
織
田
信

　
　
長
と
対
面
し
た
烏
丸
光
康
が
、
「
宮
笥
」
（
み
や
げ
）
の
馬
代
と
し
て
金
十
両
を
、
そ
の
子
烏

　
　
丸
光
宣
も
金
十
両
を
贈
っ
た
こ
と
を
記
す
が
、
こ
こ
で
の
金
の
贈
答
は
、
京
都
に
お
け
る
慣

　
　
行
を
反
映
し
た
も
の
か
、
美
濃
の
状
況
を
反
映
し
た
も
の
か
、
判
断
が
難
し
い
。
元
亀
二
年

　
　
（
一
五
七
一
）
四
月
十
七
日
に
は
、
誓
願
寺
か
ら
言
継
の
許
に
「
黄
金
」
が
届
け
ら
れ
、
長
橋

　
　
局
・
万
里
小
路
輔
房
・
勧
修
寺
晴
豊
及
び
言
継
自
身
に
配
分
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
三
河
に

　
　
在
国
中
の
誓
願
寺
長
老
泰
翁
の
申
請
に
応
じ
て
、
同
国
大
林
寺
の
雄
誉
上
人
と
養
国
寺
の
如

　
　
翁
上
人
に
香
衣
が
勅
許
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
「
御
礼
」
で
あ
り
、
三
河
か
ら
届
け
ら
れ
た

　
　
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
六
月
十
二
日
条
に
は
、
禁
裏
に
よ
る
「
御

　
　
賦
之
金

銀
」
に
つ
い
て
記
事
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
関
東
之
佐
野
（
宗
綱
？
）
」
の
「
但
馬
守

　
　
申
請
」
を
信
長
が
執
奏
し
た
の
に
対
し
て
、
勅
許
が
下
り
た
こ
と
に
対
す
る
「
御
礼
」
と
し

　
　
て

進
上
さ
れ
た
「
黄
金
五
枚
」
を
配
分
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
同
年
七
月
五
日
に
は
、
「
三
宝

　
　
寺
」
か
ら
「
権
僧
正
御
免
」
の
礼
と
し
て
「
金
子
六
十
疋
代
」
が
言
継
に
贈
ら
れ
て
い
る
が
、

　
　

こ
れ
は
「
東
国
」
（
同
月
三
日
条
）
武
蔵
国
三
宝
寺
の
、
賢
珍
と
い
う
僧
で
あ
る
こ
と
が
、

　
　
「
武
州
文
書
」
に
収
め
る
三
宝
寺
所
蔵
文
書
か
ら
確
か
め
ら
れ
る
（
『
東
京
都
古
代
中
世
古
文

　
　
書
金
石
文
集
成
』
第
三
巻
二
〇
四
号
）
。

（
1
7
）
　
『
言
継
卿
記
』
永
禄
十
一
年
四
月
五
日
条
。

（
1
8
）
　
第
一
・
二
節
の
本
文
・
註
で
取
り
上
げ
た
も
の
以
外
で
は
、
永
禄
十
一
年
三
月
二
十
七
日
条

　
　

に
、
足
利
義
秋
元
服
の
「
御
装
束
之
手
付
」
の
「
黄
金
二
両
」
を
、
香
取
土
佐
守
の
使
者
か

　
　

ら
言
継
が
受
け
取
り
、
織
手
の
小
川
宗
久
に
そ
の
ま
ま
渡
し
た
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
四
月

　
　
五

日
に
金
七
両
二
朱
が
宗
久
に
支
払
わ
れ
た
際
、
こ
の
二
両
は
言
継
に
返
却
さ
れ
て
い
る
。

（
1
9
）
　
『
実
隆
公
記
』
文
亀
三
年
二
五
〇
二
、
）
四
月
六
日
条
、
同
年
十
月
二
十
九
日
条
な
ど
。

（
2
0
）
　
銀
の
イ
ン
ゴ
ッ
ト
が
贈
答
に
用
い
ら
れ
た
可
能
性
と
し
て
、
唯
一
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る

　
　
の

が
、
大
永
七
年
二
五
二
七
）
三
月
晦
日
、
「
田
舎
衆
被
官
人
」
が
和
歌
十
首
の
合
点
を
所

　
　
望

し
て
、
「
銀
曲
一
」
を
実
隆
に
贈
っ
た
記
事
で
あ
る
（
『
実
隆
公
記
』
同
日
条
）
。
お
そ
ら
く

　
　
翌

享
禄
元
年
冬
の
日
記
で
「
銀
勾
」
「
銀
鈎
」
な
ど
と
表
記
さ
れ
て
い
る
の
と
同
じ
物
で
、

　

　
「
ぎ
ん
ま
が
り
」
と
読
む
の
で
あ
ろ
う
。
入
手
し
て
か
ら
一
年
半
以
上
を
経
た
享
禄
元
年
二

　
　

五
．
一
八
）
閏
九
月
末
、
実
隆
は
連
歌
師
の
周
桂
に
こ
れ
を
売
却
す
る
よ
う
依
頼
し
た
が
（
同

　
　
年
十
月
二
～
三
日
条
）
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
の
か
、
十
一
月
十
九
日
条
に
東
福

　
　
寺
祠
堂
銭
借
用
の
質
物
と
し
て
「
香
合
・
銀
鈎
五
目
キ
チ
カ
」
が
見
え
る
。
「
五
目
キ
チ
カ
」

　

は
全
く
意
味
不
明
だ
が
、
十
月
二
日
条
に
「
銀
勾
」
に
つ
い
て
「
換
丁
五
文
目
」
と
あ
り
、

　

重
量
や

品
質
に
関
す
る
注
記
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
香
合
と
並
べ
ら
れ
て
い
る
こ

　

と
に
何
ら
か
の
意
味
が
あ
る
な
ら
ば
、
「
銀
鈎
」
は
カ
ギ
状
の
道
具
の
類
で
あ
っ
て
、
重
量
で

　

取

引
す
る
イ
ン
ゴ
ッ
ト
で
は
な
い
可
能
性
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
銀
に
関
す
る
記
事
が

　
　
極
め

て
乏
し
い
の
は
動
か
な
い
。

（
2
1
）
　
『
実
隆
公
記
』
文
亀
三
年
（
一
五
〇
三
）
十
月
二
十
九
日
条
、
大
永
四
年
（
一
五
二
四
）
五

　
　
月
一
日
条
な
ど
。

（2
2
）
　
『
同
』
同
日
条
。

（
2
3
）
　
『
同
』
文
亀
三
年
四
月
六
日
条
。

（
2
4
）
大
永
六
年
十
月
十
九
日
、
実
隆
は
「
黄
金
弐
両
」
を
東
福
寺
僧
の
恵
珍
に
渡
し
て
、
「
祠
堂

　
　
物
」
四
貫
文
を
借
用
し
て
い
る
（
『
実
隆
公
記
』
同
日
条
。
な
お
、
こ
の
「
黄
金
弐
両
」
は
、

　
　
同
年
十
二
月
廿
七
日
条
で
「
質
物
金
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
）
。
ま
た
、
同
じ
年
の
九
月
十
二

　
　
日
に
も
「
黄
金
弐
両
」
を
「
質
物
」
と
し
て
東
福
寺
に
遣
わ
し
て
い
る
が
（
同
日
条
）
、
こ
れ

　
　
は
六
月
八
日
に
死
去
し
た
鳳
岡
桂
陽
（
実
隆
息
、
東
福
寺
僧
）
の
百
箇
日
に
あ
た
る
九
月
十

　
　
九

日
を
前
に
、
十
五
・
十
六
両
日
に
東
福
寺
で
作
善
を
行
う
た
め
の
費
用
の
持
ち
合
わ
せ
が
な

　
　
か

っ

た

た
め
ら
し
く
、
後
日
、
七
貫
文
を
支
払
っ
て
黄
金
を
取
り
戻
し
て
い
る
（
同
月
十
九

　
　
日
条
）
。

（
2
5
）
　
『
実
隆
公
記
』
享
禄
四
年
（
一
五
三
一
）
八
月
六
日
条
な
ど
。
永
原
慶
二
氏
は
、
卜
六
世
紀

　
　
前
半
の
段
階
で
、
東
国
を
中
心
に
金
が
既
に
貨
幣
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
と
ら
え
て
い
る

　
　
が

〔永
原
一
九
九
八
〕
、
少
な
く
と
も
京
都
に
お
い
て
は
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
モ
ノ
の
購
入

　
　

に
使
用
で
き
る
貨
幣
で
な
か
っ
た
の
は
、
本
文
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
永
原
氏
が

　
　
論
拠
と
し
て
い
る
事
例
は
、
い
ず
れ
も
遠
隔
地
間
の
送
金
や
贈
答
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、

　
　
金

が

そ
う
し
た
用
途
に
適
し
た
高
額
の
財
物
で
あ
っ
た
に
過
ぎ
な
い
（
東
国
に
お
い
て
も
未

　
　
だ
一
般
的
な
交
換
手
段
で
は
な
か
っ
た
）
と
位
置
付
け
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。

（
2
6
）
　
『
同
』
大
永
八
年
六
月
二
十
七
～
三
十
日
条
の
紙
背
に
残
さ
れ
た
周
桂
書
状
に
は
、
「
仰
金

　
　
の

事
尋
申
候
ヘ
ハ
、
先
見
候
ハ
ん
よ
し
申
仁
候
、
計
一
の
分
に
て
候
ハ
・
可
申
合
候
、
此
者

　
　
二
可
被
下

候
」
と
あ
り
、
「
媒
介
」
の
依
頼
を
受
け
た
者
が
諸
方
で
「
金
の
事
尋
申
」
し
、
売

　
　
価
の
交
渉
を
行
っ
て
い
る
有
様
を
物
語
っ
て
い
る
。
な
お
、
ど
の
よ
う
な
者
が
実
隆
か
ら
金

　
　
を
購
入
し
た
の
か
、
『
実
隆
公
記
』
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
が
、
唯
一
、
享
禄
二
年
六

　
　
月
七
日
条
に
「
薄
打
取
之
」
と
あ
り
、
金
箔
職
人
が
材
料
と
し
て
買
い
取
る
場
合
が
あ
っ
た

　
　
の

は
確
認
で
き
る
。
そ
の
他
、
寺
院
等
が
財
貨
蓄
蔵
の
手
段
と
し
て
金
を
購
入
し
、
ス
ト
ッ

　
　

ク
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
い
（
田
中
二
〇
〇
三
）
。

（
2
7
）
　
年
欠
十
一
月
廿
八
日
周
桂
書
状
（
『
実
隆
公
記
』
天
文
元
年
十
二
月
一
日
条
紙
背
）
。

（
2
8
）
　
『
実
隆
公
記
』
享
禄
三
年
（
一
五
三
〇
）
九
月
記
の
表
紙
見
返
し
に
は
、
「
三
両
朱
中
」
（
朱

　
　

中
は
半
朱
の
こ
と
か
）
の
金
が
「
三
貫
」
の
時
は
九
貫
九
二
文
（
正
し
く
は
九
貫
九
三
～
四

190
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文
）
、
「
廿
九
」
の
時
は
八
貫
七
九
〇
文
に
な
る
と
の
メ
モ
が
記
さ
れ
て
い
る
。
金
一
枚
（
十

　
　

両
）
⊥
二
〇
貫
文
で
あ
れ
ば
コ
ニ
貫
」
と
、
二
九
貫
文
で
あ
れ
ば
「
廿
九
」
と
称
し
た
こ
と

　
　
が
わ

か

り
（
な
お
註
2
5
所
引
史
料
の
「
舟
一
」
は
一
枚
1
1
三
一
貫
文
の
こ
と
で
あ
ろ
う
）
、
こ

　
　
う
し
た
符
丁
の
存
在
も
金
売
買
の
盛
行
を
う
か
が
わ
せ
る
。

（
2
9
）
　
『
毛
利
家
文
書
』
（
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
八
）
二
三
三
号
。

（
3
0
）
　
『
同
』
八
五
八
号
。

（
3
1
）
　
『
吉
川
家
文
書
』
（
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
九
）
五
五
〇
号

（
3
2
）
　
『
同
』
四
六
七
号
。

（
3
3
）
　
『
言
継
卿
記
』
永
禄
八
年
五
月
十
九
日
条
。

（
3
4
）
　
吉
川
元
春
の
弟
小
早
川
隆
景
は
、
永
禄
六
年
閏
十
二
月
ま
で
に
左
衛
門
佐
に
任
ぜ
ら
れ
て

　
　
お

り
、
兄
弟
が
混
同
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
（
『
小
早
川
家
文
書
』
二
二
二
号
、
『
萩
藩

　
　
閥
閲
録
』
防
長
寺
社
証
文
巻
十
五
香
山
常
栄
寺
　
三
〇
号
）
。
隆
景
の
官
途
は
、
少
な
く
と
も

　
　
永
禄
四
年
閏
三
月
ま
で
中
務
大
輔
で
あ
り
（
『
小
早
川
家
文
書
』
二
二
〇
号
）
、
〔
史
料
5
〕
発

　
　
給

は
彼
の
左
衛
門
佐
任
官
か
ら
数
年
と
隔
た
ら
な
い
時
期
に
あ
た
っ
て
い
る
。

（
3
5
）
　
『
小
早
川
家
文
書
』
（
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
十
一
）
二
六
二
号
、
三
九
六
号
、
『
吉
川
家

　
　
文
書
』
六
四
〇
号
、
『
毛
利
家
文
書
』
八
三
三
号
。

（
3
6
）
　
『
山
内
首
藤
家
文
書
』
（
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
十
五
）
四
〇
三
号
、
「
石
見
吉
川
家
文

　
　
書
」
一
四
八
号
（
『
吉
川
家
文
書
』
別
集
附
録
）
。

（
3
7
）
　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
影
写
本
「
古
文
書
纂
」
二
十
九
。

（
3
8
）
　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
写
真
帳
「
東
山
御
文
庫
所
蔵
史
料
」
勅
封
二
三
ー
二
ー
七
。

（
3
9
）
　
「
大
願
寺
文
書
」
三
一
五
ー
二
号
（
『
広
島
県
史
』
古
代
中
世
資
料
編
皿
）
、
『
萩
藩
閥
閲
録
』

　
　
巻
五
十
五
祖
式
右
衛
門
八
　
三
号
。

（
4
0
）
　
『
萩
藩
閥
閲
録
』
防
長
寺
社
証
文
巻
十
五
香
山
常
栄
寺
　
三
〇
号
。

（
4
1
）
　
『
御
湯
殿
の
上
の
日
記
』
永
禄
七
年
五
月
十
五
日
条
、
八
月
十
八
日
条
。

（
4
2
）
　
『
同
』
元
亀
二
年
十
二
月
二
十
九
日
条
、
元
亀
四
年
二
月
十
三
日
条
、
天
正
三
年
五
月
二
十

　
　
八
日
条
。

（
4
3
）
　
『
生
野
銀
山
旧
記
』

（
4
4
）
　
『
言
継
卿
記
』
永
禄
十
年
六
月
十
二
日
条
、
永
禄
十
一
年
二
月
六
日
条
な
ど
。

（
4
5
）
　
『
中
世
法
制
史
料
集
』
第
五
巻
　
武
家
家
法
皿
　
法
規
・
法
令
　
六
一
五
号
、
六
三
六
号
。

（
4
6
）
同
六
八
五
～
六
八
七
号
、
七
〇
二
号
。

（
4
7
）
同
六
二
八
号
。

（
4
8
）
　
↓
五
六
七
年
、
倭
冠
に
よ
る
密
貿
易
へ
の
対
策
と
し
て
、
明
が
海
禁
を
緩
和
し
、
対
日
貿

　
　
易
以
外
の
海
外
渡
航
・
交
易
を
公
認
し
た
結
果
、
明
国
内
で
造
ら
れ
た
私
鋳
銭
の
対
日
輸
出
が

　
　
ス
ト
ッ
プ
し
、
日
本
国
内
の
銭
貨
流
通
シ
ス
テ
ム
を
危
機
に
陥
れ
た
と
い
う
仮
説
を
、
黒
田

　
　
明
伸
氏
が
提
示
し
て
い
る
〔
黒
田
二
〇
〇
三
〕
。
三
好
三
人
衆
政
権
や
浅
井
氏
の
撰
銭
令
が

こ
の
海
禁
緩
和
に
先
行
し
て
い
る
点
な
ど
、
右
の
仮
説
自
体
に
は
な
お
検
討
の
余
地
が
あ
り

そ
う
だ
が
、
ほ
ぼ
同
じ
時
期
の
明
に
お
け
る
私
鋳
銭
の
輸
出
停
止
や
南
米
銀
の
大
量
流
入
と
、

日
本
に
お
け
る
銭
や
銀
の
流
通
変
動
と
が
、
全
く
無
関
係
と
は
考
え
に
く
い
の
も
確
か
で
あ

る
。
一
五
六
〇
年
代
の
通
貨
変
動
の
実
態
究
明
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
う
し
た
国
際

的
な
視
点
が
重
要
と
言
え
る
。
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の
浸
透
過
程
」
（
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』

　
八
三
、
二
〇
〇
〇
年
）（慶

雁
義
塾
大
学
文
学
部
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（
二

〇
〇
三
年
六
月
三
日
受
理
、
二
〇
〇
三
年
七
月
一
八
日
審
査
終
了
）

付
記
　
本
稿
は
、
二
〇
〇
〇
年
度
慶
雁
義
塾
学
事
振
興
資
金
個
人
研
究
A
「
中
近
世
移
行
期
の
通

　
　
貨
変
動
に
関
す
る
実
証
的
研
究
」
及
び
二
〇
〇
二
～
〇
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
若
手
研

　
　
究

B
「
中
世
貨
幣
の
解
体
と
近
世
貨
幣
の
成
立
の
過
程
に
関
す
る
研
究
」
に
よ
る
成
果
を
含

　
　
ん
で
い
る
。
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The　Establishment　of‘‘Silver　Coins，，　in　Ky◆to

NAKAJIMA　Keiichi

The　discovery　of　the　Iwami　Oomori　silver　mine　in　1526　was　soon五）llowed　by　large－scale　distribution

of　Japanese　silver　to　the　Chinese　continent．　This　silver　did　not　reach　the　Ky6to　area，　as　gold　was　used

exclusively　in　Ky△to　fbr　g迂ts　and　fbr　remittances　sent　between　outlying　districts．　When　the　M6ri　clan

donated　the　Oomori　silver　mine　to　the　Muromachi　military　government　and　the　court　in　1563　fOr

political　reasons，　silver　began　to　flow　into　Ky6to．　This　was　fbllowed　by　the　rapid　substitution　of　gold

by　silver　in　K夕6to，　and　by　1570　silver　was　mostly　used五）r　gifts　and　remittances．　It　was　during　this

time　up　to　the　late　1560s　that　gold　assumed　a　currency・like　fUnction，　and　it　was　because　of　this　that　by

the　end　of　the　1560s　silver　also　came　to　be　used　as　the　currency　used　chieny　jbr　transactions　of

fbreign　commodities　transported　by　ships．　In　the　1570s　its　use　was　expanded　to　include　other

commodities，　and　during　the　1580s　and　1590s　the　use　of　silver　coins　became　entrenched，　thus　laying

the　fOundation　fOr　Ky6to’s　inclusion　in　the　sphere　in　which　silver　coins　were　used　du㎡ng　the　Early

Modern　period．
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